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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 28日 (2004.1.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
石 英 ガ ラ ス 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル マ イ ト 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら な る 部 材 の 表 面 に

で あ る 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又
は Ｙ Ａ Ｇ の 被 膜 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】

面 粗 さ Ｒ ａ が １ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ エ ッ チ ン
グ 装 置 用 部 材
【 請 求 項 ３ 】
部 材 が 石 英 ガ ラ ス か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装
置 用 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
石 英 ガ ラ ス 部 材 が 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ を １ ～ ５ 重 量 ％ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 記 載 の プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
石 英 ガ ラ ス 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル マ イ ト 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら な る プ ラ ズ マ エ ッ チ
ン グ 装 置 用 部 材 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 部 材 表 面 に 、 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム や Ｙ Ａ Ｇ を プ ラ
ズ マ 溶 射 す る 方 法 、 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム や Ｙ Ａ Ｇ 粉 末 を 酸 水 素 火 炎 で 溶 融 し 、 被 覆 す る 方 法
、 イ ッ ト リ ウ ム や イ ッ ト リ ウ ム 化 合 物 又 は Ｙ Ａ Ｇ を 溶 解 す る 溶 液 を 塗 布 し 、 加 熱 溶 融 す る
方 法 又 は そ れ ら の 組 合 せ の い ず れ か １ の 方 法 で 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ の 被 膜 を 形 成
す る こ と を 特 徴 と す る の プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ 被 膜 の 形 成 に お い て 、 イ ッ ト リ ウ ム や イ ッ ト リ ウ ム 化 合 物 又
は Ｙ Ａ Ｇ を 溶 解 す る 溶 液 を 塗 布 し 、 加 熱 溶 融 し て 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ 被 膜 を 形 成
し た の ち 、 さ ら に 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム や Ｙ Ａ Ｇ を プ ラ ズ マ 溶 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

記 載 の プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】

被
膜 の 膜 厚 が １ ０ μ ｍ 以 上 、 被 膜 の 厚 さ の ば ら つ き が １ ５ ％ 以 下

さ ら に

１ 又 は ２

３

請 求 項 １ 記 載

５



部 材 の 稜 部 を Ｒ ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 に 丸 め 加 工 し た の ち 、 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ の 被 膜
を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 。
【 請 求 項 ８ 】
石 英 ガ ラ ス か ら な る プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 の 表 面 を フ ロ ス ト 処 理 し た の ち 、 酸 化
イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ の 被 膜 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か
１ 記 載 の プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
フ ロ ス ト 処 理 が 薬 液 に よ る 表 面 処 理 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の プ ラ ズ マ エ ッ
チ ン グ 装 置 用 部 材 。
【 請 求 項 １ ０ 】
石 英 ガ ラ ス ら な る プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 の 製 造 方 法 に お い て 、 予 め 石 英 ガ ラ ス 部
材 に 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ を １ ～ １ ０ 重 量 ％ 含 有 せ し め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

の い ず れ か １ 記 載 プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
上 述 の と お り 本 発 明 の 部 材 の 表 面 は 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ の 被 膜 が 形 成 さ れ た 部 材
で あ る が 、 そ れ を 形 成 す る 素 材 と し て は 石 英 ガ ラ ス 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル マ イ ト 又 は そ れ
ら の 組 み 合 わ せ な ど が 挙 げ ら れ る 。 そ し て 、 前 記 部 材 表 面 に 形 成 さ れ る 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム
又 は Ｙ Ａ Ｇ の 被 膜 の 膜 厚 は １ ０ μ ｍ 以 上 、 。

酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は
Ｙ Ａ Ｇ 被 膜 の 膜 膜 が １ ０ μ ｍ 未 満 で は ピ ン ホ ー ル が 発 生 し 易 く 、 部 材 の 稜 部 が 極 端 に 薄 く
な り ク ラ ッ ク が 発 生 す る 。 ま た 、

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 本 発 明 の プ ラ ズ マ エ ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 の 製 造 方 法 の 態 様 を 示 す と 、 石 英 ガ ラ ス 、
ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル マ イ ト 又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら な る 素 材 を 機 械 加 工 で プ ラ ズ マ エ
ッ チ ン グ 装 置 用 部 材 に 形 成 し 、 そ の 表 面 に 、 （ ｉ ） 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ を プ ラ ズ
マ 溶 射 す る 方 法 、 （ ｉ ｉ ） 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ 粉 を 酸 水 素 火 炎 中 で 溶 融 し 、 そ れ
で 被 覆 す る 方 法 、 （ ｉ ｉ ｉ ） イ ッ ト リ ウ ム や イ ッ ト リ ウ ム 化 合 物 又 は Ｙ Ａ Ｇ を 溶 解 す る 溶
液 を 部 材 に 塗 布 し 、 乾 燥 し た の ち 、 酸 水 素 火 炎 で 加 熱 溶 融 す る 方 法 （ 以 下 溶 液 塗 布 法 と い
う ） 、 又 は そ れ ら の 組 合 せ か ら な る 方 法 で 、 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ の 被 膜 を 形 成 す
る 方 法 な ど が 挙 げ ら れ る 。 中 で も 、 溶 液 塗 布 法 で 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ の 被 膜 を 形
成 し そ の 上 に 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ を プ ラ ズ マ 溶 射 す る と 、 膜 厚 が 厚 く 均 質 な 酸 化
イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ 被 膜 が 形 成 で き て 好 ま し い 。 前 記 酸 化 イ ッ ト リ ウ ム 又 は Ｙ Ａ Ｇ の
被 膜 は 膜 厚 が １ ０ μ ｍ 以 上 、 で あ る の が よ い 。

特 に 部 材 が ア ル ミ 、 ア ル マ イ ト で 作 製 さ れ た 場 合 に
は 、 耐 熱 性 に 劣 る の で プ ラ ズ マ 溶 射 又 は 溶 液 塗 布 法 又 は そ れ ら の 組 合 せ で 被 覆 す る の が よ
い 。 前 記 溶 液 塗 布 法 で 使 用 す る イ ッ ト リ ウ ム 化 合 物 と し て は 、 水 酸 化 物 、 硝 酸 塩 、 炭 酸 塩
、 硫 酸 塩 、 シ ュ ウ 酸 塩 な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 イ ッ ト リ ウ ム や イ ッ ト リ ウ ム 化 合 物 又 は Ｙ
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５ 又 は ６

５ な い し ７

８

５ な い し ９

被 膜 の ば ら つ き が １ ５ ％ 以 下 で あ る の が よ い
さ ら に 、 被 膜 の 面 粗 さ Ｒ ａ が １ μ ｍ 以 下 で あ る の が よ り 好 ま し い 。

膜 厚 の ば ら つ き が １ ５ ％ を 超 え る と 、 被 膜 の 表 面 粗 さ Ｒ
ａ が １ μ ｍ 以 下 で も 大 き な う ね り が 生 じ 、 こ の う ね り に よ り 被 膜 の 電 気 的 特 性 が 劣 化 し 、
プ ラ ズ マ に よ る ピ ン ホ ー ル の 発 生 が 容 易 と な る 。 さ ら に 、 表 面 粗 さ Ｒ ａ が １ μ ｍ を 超 え る
と 、 被 膜 表 面 の 電 気 特 性 に 部 分 的 な 変 化 が 生 じ 、 異 常 な エ ッ チ ン グ が 起 こ る 。

被 膜 の ば ら つ き が １ ５ ％ 以 下 さ ら に 、 面 粗
さ Ｒ ａ が １ μ ｍ 以 下 で あ る の が よ い 。



Ａ Ｇ を 溶 解 す る 溶 媒 と し て は 純 水 又 は 有 機 溶 媒 が 挙 げ ら れ 、 そ れ ら の 溶 媒 に イ ッ ト リ ウ ム
や イ ッ ト リ ウ ム 化 合 物 又 は Ｙ Ａ Ｇ を 溶 解 し て 塗 布 液 が 調 製 さ れ る 。 前 記 溶 液 塗 布 法 に お い
て は ピ ン ホ ー ル が 発 生 し な い よ う に ３ 回 以 上 塗 布 す る の が よ い 。
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